
「
発
表
を
聞
い
て
い
る
と
、
調
べ

る
と
い
う
こ
と
が
楽
し
そ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
自
分
も
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
」

別
田
祥
太
さ
ん
（
１
年
）

「
来
年
度
に
向
け
て
、
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
観
光
客
な
ど
、
外
か

ら
見
る
人
の
目
線
に
な
っ
て
考

え
、
勝
山
に
い
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
案
を
た

く
さ
ん
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」

原
田
優
梨
菜
さ
ん
（
２
年
）

　

今
年
の
発
表
会
は
、
市
長
様
を

は
じ
め
と
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

方
々
の
他
に
、
地
域
の
方
々
に
も

見
学
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
例
年
以
上
の
来
場
者

（
48
人
）
で
、
非
常
に
賑
や
か
な

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
方
々
に
勝
高
の

取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校
長　

山
﨑
良
成

勝高新聞が新たに復活

勝高新聞NEO

　「勝高新聞」は、1958年（昭和33年）12月25日に
創刊、1997年(平成9年)124号まで発行されました。
　これらは、現在も『創立五十周年記念　勝高新聞　
復刻版』（平成9年発行）として残っていますが、とて
も興味深い記事が多く、「勝高新聞」を復活させる意
義を感じていました。
　令和２年春、遂に「勝高新聞」が復活の運びとなり
ました。新名称は「勝高新聞NEO」。創刊号の熱い思
いに負けないよう、勝高生だけでなく、保護者、
OB、地域の方々にも親しまれる新聞を目指します。
　また、これから高校進学を目指す中学生の皆さん
の情報源として、参考にしてもらうことも期待して
やみません。
　「勝高新聞NEO」は市内の中学校に配付するほか、
各公民館と市内数か所に掲示していますので、お立
ち寄りの際はぜひお読みください。

問県立勝山高校　☎88 ｰ 0200

ご
協
力
に
感
謝

後
輩
た
ち
の
感
想

　

勝
山
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
の
岸
下
武
雄
さ
ん

か
ら
「
Ｉ
C
Ｔ
推
進
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
39
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
、
８
月
３
日
に
同
窓
会
本
部
の
木

下
克
則
会
長

（
写
真
右
）
か

ら
山
﨑
校
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
生

徒
の
学
習
活
動

な
ど
に
有
効
活

用
し
て
い
く
予

定
で
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
寄
贈
に
感
謝

9 　　 広報かつやま８月号 №789

　

７
月
29
日
、勝
山
高
校
で「
か
っ

ち
ゃ
ま
創
生
プ
ラ
ン
」
生
徒
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
入
学
か
ら
３

年
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
地
域
を

探
究
す
る
総
合
学
習
「
勝
山
人
」

の
な
か
で
、
３
年
生
が
自
身
の
活

動
を
ま
と
め
た
「
か
っ
ち
ゃ
ま
創

生
プ
ラ
ン
」
を
市
へ
の
提
案
と
し

て
発
表
す
る
場
で
す
。

　

今
年
の
３
年
生
が
選
ん
だ
テ
ー

マ
は
主
に
「
観
光
」「
環
境
」「
行

政
」「
医
療
福
祉
」
の
４
分
野
で
、

全
員
が
23
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

各
教
室
で
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
発

表
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
休
業
期
間
中
は

総
合
学
習
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
プ
ラ
ン
の
提
案
ま
で
進
め
ら

れ
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
過
程
を
発
表
す
る
こ
と

が
大
事
と
生
徒
た
ち
は
前
向
き
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

発
表
を
聞
い
た
の
は
、
同
校
の

１
・
２
年
生
に
加
え
、
山
岸
正
裕

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
各
専
門
分

野
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
、
発
表
後

の
質
疑
応
答
で
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

か
ら
の
鋭
い
質
問
に
も
生
徒
た
ち

は
的
確
に
答
え
、
自
分
た
ち
の
取

り
組
ん
で
き
た
学
習
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
を
終
え
た
３
年
生
に
感
想

を
聞
く
と
「
発
表
は
緊
張
し
ま
し

た
が
、
説
明
は
う
ま
く
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
３
年
間
学
習
を
続
け

て
き
て
、
い
ろ
ん
な
勝
山
の
姿
が

見
え
ま
し
た
が
、
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
合
学
習
に
つ
い
て
は

「
外
来
種
駆
除
に
つ
い
て
取
り
組

み
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が

食
べ
ら
れ
る
と
聞
き
、
実
際
に
調

理
し
て
食
べ
て
み
た
り
し
ま
し

た
。
実
践
的
な
調
査
が
で
き
た
の

は
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

かっちゃま
創生プランを

発表

山岸市長もアドバイザーとして参加

勝山高校コラム勝山高校コラム

「ひびきは空に ～まこと 真・誠・信～」「ひびきは空に ～まこと 真・誠・信～」

発
表
を
終
え
て
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全
国
的
に
救
急
車
の
出
場
件
数

は
増
加
し
て
お
り
、
勝
山
市
で
も

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

増
加
の
要
因
の
一
つ
に
緊
急
性

や
必
要
性
が
な
い
方
（
軽
症
）
に

よ
る
利
用
が
あ
り
、
出
場
の
約
半

数
を
占
め
、
社
会
問
題
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

出
場
件
数
の
増
加
に
よ
り
市
内

の
救
急
車
が
全
て
出
場
し
ま
す
と

市
外
の
救
急
車
に
よ
る
出
場
と
な

り
現
場
到
着
に
時
間
を
要
し
ま

す
。

　

救
急
車
の
適
切
な
利
用
が
さ
れ

な
い
と
、
救
急
車
が
す
ぐ
に
出
場

で
き
ず
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に

　

１
１
９
番
通
報
す
る
前
に
、
救

急
車
が
本
当
に
必
要
か
、
自
家
用

車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
一
般
の
交
通

機
関
を
利
用
で
き
な
い
か
、
も
う

一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
命
に
か
か
わ
る
病
気

や
ケ
ガ
の
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１

９
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
署

☎
88
‐
０
４
０
０

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
展
示

発
表
会
の
み
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
▼
「
今
だ
か
ら
こ
そ　

み

ん
な
の
力
で　

文
化
祭
」

と　

き
▼
10
月
24
日
㈯

午
後
１
時
〜
６
時

　
　
　
　

25
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
、
市
民
会
館

展
示
ホ
ー
ル

展
示
物
▼
絵
画
、
写
真
、
書
道
、

手
芸
、
工
芸
、
彫
刻
な
ど

対　

象
▼
市
内
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
個
人
お
よ
び
団
体

参
加
協
力
費
▼
１
０
０
０
円

申
込
締
切
▼
８
月
25
日
㈫

申
・
問
第
56
回
勝
山
市
民
総
合
文

化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
史

蹟
・
文
化
課
内
）

☎
88
‐
8
1
1
3

　

柿
の
実
を
収
穫
せ
ず
に
放
置
す

る
と
、
ク
マ
を
住
宅
地
な
ど
へ
誘

引
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
柿
の
木
の
伐
採
を
業

者
に
委
託
す
る
場
合
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
必
ず
伐

採
前
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
金
額
▼
対
象
経
費
の
50
％

（
限
度
額
２
万
円
）

※
不
在
家
屋
な
ど
の
柿
の
木
を
区

が
伐
採
す
る
場
合
は
対
象
経
費

の
全
額
（
限
度
額
５
万
円
）

申
請
方
法
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
申
請
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
左
記
ま

で
ご
提
出
く
だ
さ
い

申
・
問
農
林
政
策
課
（
市
役
所
１

階
）

☎
88
‐
８
１
２
１

救
急
車
の
利
用
は
適
切
に

  

〜
９
月
９
日
は
救
急
の
日
〜

第
56
回
勝
山
市
民
総
合
文
化
祭

参
加
団
体
（
者
）
募
集

柿
の
木
の
適
正
な
管
理
に

ご
協
力
を

勝山ニューホテル　大浴場開放

一級河川大蓮寺川
河川改修工事を進めています

　温泉センター水芭蕉の大規模リニューアルによる
休業期間中、勝山ニューホテルの大浴場を宿泊客以
外にも開放します。
開放期間▶12月上旬まで（予定）
利用時間▶正午～午後７時　※㈮は午後３時～
利用料金▶

対　象　者 利用料金
大人（13歳以上） 600円
水芭蕉ポイントカード所有者 550円
65歳以上の勝山市民 450円
障がい者手帳をお持ちの方 400円
小人（３～12歳） 300円
※ 温泉センター水芭蕉、湯ったり勝山の回数券を利
用できます
※ 水芭蕉および湯ったり勝山の利用証明書をお持ち
の方は忘れずにお持ちください
問商工観光・ふるさと創生課(市役所２階)
　☎88－8117

　県では、水害から市民の生命と財産を守るため、
大蓮寺川（＊１）の水の一部を九頭竜川へ直接放流
する元禄線放水路の整備を行っており、少しでも早
い完成を目指して、工事区間を複数に分けて同時に
事業を進めています。
　工事に伴い、通行の皆さまにはご迷惑をおかけい
たしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　進捗状況や交通規制などの詳細は、市
ホームページをご覧ください。

　勝山郵便局前交差点および本町交差点付近で工事
を行っています。
問奥越土木事務所　河川砂防課　☎66－8133
＊ １　勝山中心市街地を縫うように流れる川で、川の断面
が小さく、過去に幾度となく浸水被害が発生しています

進捗状況（８月５日現在）

郵便局前 本町交差点付近
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各 種 お 知 ら せ

県
大
会
出
場

屋外広告物の種類

屋屋お
く
が
い
こ
う
こ
く
ぶ
つ

お
く
が
い
こ
う
こ
く
ぶ
つ

外
広
告
物

外
広
告
物
の
設
置
ル
ー
ル

の
設
置
ル
ー
ル

　

屋
外
広
告
物
の
乱
立
を
防
ぎ
、

街
や
自
然
の
景
観
を
維
持
す
る
た

め
に
、「
屋
外
広
告
物
法
」
に
基

づ
く「
福
井
県
屋
外
広
告
物
条
例
・

施
行
規
則
」が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

屋
外
広
告
物
を
表
示
（
設
置
）
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
市
へ
の

申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
表
示
（
設
置
）
後
は
、

強
風
や
地
震
に
よ
る
倒
壊
・
落
下

な
ど
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
定
期

的
に
点
検
を
行
い
、
適
切
な
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
都
市
建
設
課（
市
民
会
館
2
階
）

☎
88
‐
8
1
0
7

根
元
が
錆
び
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

根
元
が
錆
び
て
い
る
と
強
風
や

地
震
の
際
に
看
板
が
倒
れ
、
人
に

被
害
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
看
板
の
「
管
理
責
任
」
者
に

対
し
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
の
有

罪
判
決
や
多
額
の
賠
償
命
令
が

下
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
点

検
・
改
修
・
撤
去
を
お
願
い
し
ま

す
。

錆びついた支柱

台風時に歩道をふさいだ
倒れた看板

こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク

必
ず
守
ろ
う
！

市HP

規
制
内
容
（
一
部
抜
粋
）

•
広
告
物
の
表
示
（
設
置
）
地
域

に
は
、
禁
止
・
許
可
地
域
が
あ

り
ま
す

•
広
告
物
を
表
示
（
設
置
）
し
て

は
い
け
な
い
禁
止
物
件
や
禁
止

広
告
物
が
あ
り
ま
す

•
許
可
に
は
期
間
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　

勝
山
市
情
報
公
開
条
例
お
よ
び

勝
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基

づ
き
令
和
元
年
度
中
に
行
政
文
書

の
開
示
請
求
が
あ
っ
た
も
の
に
つ

い
て
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

総
数
は
94
件
（
う
ち
不
開
示
１

件
）
で
し
た
。
請
求
を
受
け
た
の

は
、
工
事
内
訳
に
関
す
る
文
書
な

ど
で
し
た
。

問
総
務
課
（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
安

全
か
つ
安
心
し
て
水
道
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
勝
山
管
工

事
業
協
同
組
合
に
委
託
し
て
水
道

管
の
洗
管
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

洗
管
作
業
中
は
、
作
業
区
域
内

お
よ
び
そ
の
周
辺
で
水
が
濁
っ
た

り
、
水
量
が
少
な
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
し
ば
ら

く
水
を
流
す
と
元
に
戻
り
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

期　

間
▼
９
月
15
日
㈫
〜

10
月
27
日
㈫

作
業
時
間
▼
午
後
10
時
〜午

前
３
時

作
業
地
区
・
日
程
▼

　

チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い

※
作
業
地
区
に
は
、
作
業
当
日
広

報
車
で
巡
回
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す

問
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

令
和
元
年
度
勝
山
市

  

情
報
公
開
の
実
施
状
況

洗
管
作
業
が

　
　
　

始
ま
り
ま
す

令和元年度情報公開実施状況
（単位：件）

受理件数 決定件数
取り
下げ

審査
請求総数 請求者内訳 開示 一部

開示
不
開示

対象
外

94
個人 5

81 11 1 0 1 0
会社 89

日
本
画
恐
竜
展

日
本
画
恐
竜
展

福
井
県
勝
山
市
展

福
井
県
勝
山
市
展

　

日
本
画
で
は
珍
し
い
「
恐
竜
」

を
テ
ー
マ
に
描
い
た
作
品
を
展
示

す
る
絵
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
画
家
や
造
形
師
な
ど
の
若

手
が
造
る
、
様
々
な
形
で
表
現
さ

れ
た
恐
竜
た
ち
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

と　

き
▼
８
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
▼
花
月
楼

入
場
料
▼
無
料

自
宅
か
ら
で
も
リ
ア
ル
に
閲
覧

　

期
間
終
了
後
、
作
品
や
会
場
の

様
子
を
日
本
画
恐
竜
展
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
Ｖ
Ｒ
技
術
を
活
用
し

て
公
開
し
ま
す
。

※
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
が
な
く
て
も
閲

覧
可
能
）

問
勝
山
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

太
田　

啓
斗

☎
０
９
０
‐
７
２
７
８
‐
７
９
７
１
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全
国
的
に
救
急
車
の
出
場
件
数

は
増
加
し
て
お
り
、
勝
山
市
で
も

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

増
加
の
要
因
の
一
つ
に
緊
急
性

や
必
要
性
が
な
い
方
（
軽
症
）
に

よ
る
利
用
が
あ
り
、
出
場
の
約
半

数
を
占
め
、
社
会
問
題
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

出
場
件
数
の
増
加
に
よ
り
市
内

の
救
急
車
が
全
て
出
場
し
ま
す
と

市
外
の
救
急
車
に
よ
る
出
場
と
な

り
現
場
到
着
に
時
間
を
要
し
ま

す
。

　

救
急
車
の
適
切
な
利
用
が
さ
れ

な
い
と
、
救
急
車
が
す
ぐ
に
出
場

で
き
ず
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に

　

１
１
９
番
通
報
す
る
前
に
、
救

急
車
が
本
当
に
必
要
か
、
自
家
用

車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
一
般
の
交
通

機
関
を
利
用
で
き
な
い
か
、
も
う

一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
命
に
か
か
わ
る
病
気

や
ケ
ガ
の
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１

９
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
署

☎
88
‐
０
４
０
０

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
展
示

発
表
会
の
み
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
▼
「
今
だ
か
ら
こ
そ　

み

ん
な
の
力
で　

文
化
祭
」

と　

き
▼
10
月
24
日
㈯

午
後
１
時
〜
６
時

　
　
　
　

25
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
、
市
民
会
館

展
示
ホ
ー
ル

展
示
物
▼
絵
画
、
写
真
、
書
道
、

手
芸
、
工
芸
、
彫
刻
な
ど

対　

象
▼
市
内
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
個
人
お
よ
び
団
体

参
加
協
力
費
▼
１
０
０
０
円

申
込
締
切
▼
８
月
25
日
㈫

申
・
問
第
56
回
勝
山
市
民
総
合
文

化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
史

蹟
・
文
化
課
内
）

☎
88
‐
8
1
1
3

　

柿
の
実
を
収
穫
せ
ず
に
放
置
す

る
と
、
ク
マ
を
住
宅
地
な
ど
へ
誘

引
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
柿
の
木
の
伐
採
を
業

者
に
委
託
す
る
場
合
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
必
ず
伐

採
前
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
金
額
▼
対
象
経
費
の
50
％

（
限
度
額
２
万
円
）

※
不
在
家
屋
な
ど
の
柿
の
木
を
区

が
伐
採
す
る
場
合
は
対
象
経
費

の
全
額
（
限
度
額
５
万
円
）

申
請
方
法
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
申
請
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
左
記
ま

で
ご
提
出
く
だ
さ
い

申
・
問
農
林
政
策
課
（
市
役
所
１

階
）

☎
88
‐
８
１
２
１

救
急
車
の
利
用
は
適
切
に

  
〜
９
月
９
日
は
救
急
の
日
〜

第
56
回
勝
山
市
民
総
合
文
化
祭

参
加
団
体
（
者
）
募
集

柿
の
木
の
適
正
な
管
理
に

ご
協
力
を

勝山ニューホテル　大浴場開放

一級河川大蓮寺川
河川改修工事を進めています

　温泉センター水芭蕉の大規模リニューアルによる
休業期間中、勝山ニューホテルの大浴場を宿泊客以
外にも開放します。
開放期間▶12月上旬まで（予定）
利用時間▶正午～午後７時　※㈮は午後３時～
利用料金▶

対　象　者 利用料金
大人（13歳以上） 600円
水芭蕉ポイントカード所有者 550円
65歳以上の勝山市民 450円
障がい者手帳をお持ちの方 400円
小人（３～12歳） 300円
※ 温泉センター水芭蕉、湯ったり勝山の回数券を利
用できます
※ 水芭蕉および湯ったり勝山の利用証明書をお持ち
の方は忘れずにお持ちください
問商工観光・ふるさと創生課(市役所２階)
　☎88－8117

　県では、水害から市民の生命と財産を守るため、
大蓮寺川（＊１）の水の一部を九頭竜川へ直接放流
する元禄線放水路の整備を行っており、少しでも早
い完成を目指して、工事区間を複数に分けて同時に
事業を進めています。
　工事に伴い、通行の皆さまにはご迷惑をおかけい
たしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　進捗状況や交通規制などの詳細は、市
ホームページをご覧ください。

　勝山郵便局前交差点および本町交差点付近で工事
を行っています。
問奥越土木事務所　河川砂防課　☎66－8133
＊ １　勝山中心市街地を縫うように流れる川で、川の断面
が小さく、過去に幾度となく浸水被害が発生しています

進捗状況（８月５日現在）

郵便局前 本町交差点付近
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各 種 お 知 ら せ

県
大
会
出
場

屋外広告物の種類

屋屋お
く
が
い
こ
う
こ
く
ぶ
つ

お
く
が
い
こ
う
こ
く
ぶ
つ

外
広
告
物

外
広
告
物
の
設
置
ル
ー
ル

の
設
置
ル
ー
ル

　

屋
外
広
告
物
の
乱
立
を
防
ぎ
、

街
や
自
然
の
景
観
を
維
持
す
る
た

め
に
、「
屋
外
広
告
物
法
」
に
基

づ
く「
福
井
県
屋
外
広
告
物
条
例
・

施
行
規
則
」が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

屋
外
広
告
物
を
表
示
（
設
置
）
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
市
へ
の

申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
表
示
（
設
置
）
後
は
、

強
風
や
地
震
に
よ
る
倒
壊
・
落
下

な
ど
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
定
期

的
に
点
検
を
行
い
、
適
切
な
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
都
市
建
設
課（
市
民
会
館
2
階
）

☎
88
‐
8
1
0
7

根
元
が
錆
び
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

根
元
が
錆
び
て
い
る
と
強
風
や

地
震
の
際
に
看
板
が
倒
れ
、
人
に

被
害
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
看
板
の
「
管
理
責
任
」
者
に

対
し
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
の
有

罪
判
決
や
多
額
の
賠
償
命
令
が

下
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
点

検
・
改
修
・
撤
去
を
お
願
い
し
ま

す
。

錆びついた支柱

台風時に歩道をふさいだ
倒れた看板

こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク

必
ず
守
ろ
う
！

市HP

規
制
内
容
（
一
部
抜
粋
）

•
広
告
物
の
表
示
（
設
置
）
地
域

に
は
、
禁
止
・
許
可
地
域
が
あ

り
ま
す

•
広
告
物
を
表
示
（
設
置
）
し
て

は
い
け
な
い
禁
止
物
件
や
禁
止

広
告
物
が
あ
り
ま
す

•
許
可
に
は
期
間
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　

勝
山
市
情
報
公
開
条
例
お
よ
び

勝
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基

づ
き
令
和
元
年
度
中
に
行
政
文
書

の
開
示
請
求
が
あ
っ
た
も
の
に
つ

い
て
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

総
数
は
94
件
（
う
ち
不
開
示
１

件
）
で
し
た
。
請
求
を
受
け
た
の

は
、
工
事
内
訳
に
関
す
る
文
書
な

ど
で
し
た
。

問
総
務
課
（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
安

全
か
つ
安
心
し
て
水
道
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
勝
山
管
工

事
業
協
同
組
合
に
委
託
し
て
水
道

管
の
洗
管
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

洗
管
作
業
中
は
、
作
業
区
域
内

お
よ
び
そ
の
周
辺
で
水
が
濁
っ
た

り
、
水
量
が
少
な
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
し
ば
ら

く
水
を
流
す
と
元
に
戻
り
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
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ご
理
解
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協
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願
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間
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９
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15
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㈫
〜
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作
業
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午
後
10
時
〜午
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３
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作
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・
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チ
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全
戸
配
布
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ま
す
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で
ご
確
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※
作
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作
業
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広

報
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で
巡
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お
知
ら
せ
し

ま
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上
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市
民
会
館
２
階
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☎
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‐
８
１
０
９

令
和
元
年
度
勝
山
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情
報
公
開
の
実
施
状
況

洗
管
作
業
が

　
　
　

始
ま
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ま
す

令和元年度情報公開実施状況
（単位：件）

受理件数 決定件数
取り
下げ

審査
請求総数 請求者内訳 開示 一部

開示
不
開示

対象
外

94
個人 5
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本
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恐
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本
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恐
竜
展

福
井
県
勝
山
市
展

福
井
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勝
山
市
展
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本
画
で
は
珍
し
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恐
竜
」
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テ
ー
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に
描
い
た
作
品
を
展
示

す
る
絵
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
画
家
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造
形
師
な
ど
の
若

手
が
造
る
、
様
々
な
形
で
表
現
さ

れ
た
恐
竜
た
ち
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

と　

き
▼
８
月
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日
㈪
〜
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日
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午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
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ろ
▼
花
月
楼

入
場
料
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料

自
宅
か
ら
で
も
リ
ア
ル
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覧

　

期
間
終
了
後
、
作
品
や
会
場
の

様
子
を
日
本
画
恐
竜
展
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
Ｖ
Ｒ
技
術
を
活
用
し

て
公
開
し
ま
す
。

※
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
が
な
く
て
も
閲

覧
可
能
）

問
勝
山
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

太
田　

啓
斗

☎
０
９
０
‐
７
２
７
８
‐
７
９
７
１
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地域の伝統野菜「妙金なす」味わう
■7月15日　荒土小学校

　荒土小学校の5年生
が栽培・収穫した妙金
なすが、同校の給食で
提供されました。
　なすはスパゲティの
具に使用され、児童た
ちは地域の伝統野菜を
味わい、地域愛を深め
ました。

勝高生に学習の場を提供
■7月8日　教育会館

　勝山高校魅力向上会議が、市の補助を受けて勝高
生のための「勝高自習室」を開設しました。アドバイ
ザーとして同校出身の現役大学生を配置し、放課後も
緊張感の中で学習を望む生徒から好評を得ています。

史跡清掃に地域住民らが汗
■7月12日　平泉寺周辺

　地域住民とボランティア合わせて約120人が参加
し、平泉寺の一斉清掃が行われました。新型コロナウ
イルスの影響により今年度は初めての清掃。草刈りや
枯れ葉の除去により、一層美しさを増しました。

夏なのに寒い！　雪室体験
■7月15日　平泉寺町岡横江

　成器南小学校の5年生が、地域の食について学ぶ一
環で雪室を見学。児童たちは雪室の冷気を体感しな
がら、担当職員から雪室保存の仕組みを学びました。

20周年記念の標柱設置
■7月16日　かつやま恐竜の森

　かつやま恐竜の森が開園20周年を迎えたのを記念
し、公園を管理するNPO法人「恐竜のまち勝山応援
隊」が園内に標柱を設置しました。

ボランティアで遊具をぴかぴかに
■8月2日　北郷小学校

　奥越塗装工業協同組合勝山支部が奉仕作業として、
学校遊具を鮮やかに塗りなおしました。当日は、勝
山北部ドリームズスポーツ少年団の団員やその保護
者も汚れ落としのお手伝いをしました。

13 　　 広報かつやま８月号 №789

Thank you for an unforgettable 
3 years. 
See you again!

My time as CIR for Katsuyama City will end on 
September 13th. I made wonderful memories 
in Katsuyama over the past 3 years and am 
very thankful to everyone here.
（9月13日をもちまして、勝山市の国際交流員の任期
を終えることになりました。皆さんのおかげで3年
間一生忘れられない素晴らしい思い出ができまし
た。心から感謝いたします。）

I enjoyed connecting with many of you 
through work relating to international 
exchange such as English classes, culture 
events, school visits, cooking classes, and 
more. Every event was special to me and 
everyone I met has made an infl uence on my 
life.

（勝山では、英会話教室、文化イベント、学校訪問、
料理教室などの国際交流に関する事業を通して、皆
さんと繋がることができ、私自身とても楽しい時間
となりました。一つ一つの思い出は私にとってとて
も大切で、出逢った多くの人が私の人生に影響を与
えてくれました。）

Aside from 
work, I had 
many 
valuable 
experiences living here as well. I played the 
taiko at Sagicho, saw cherry blossoms at 
Benten, and even met some dinosaurs. I 
especially like Heisenji and will miss walking 
around the temple grounds. 

（仕事以外にも、左義長まつりで太鼓を叩いたり、
弁天でお花見をしたり、恐竜に会ったりとたくさん
貴重な経験をさせて頂きました。平泉寺は特に大好
きで、今後気軽に境内を散策できなくなると思うと
寂しいです。）
When I return to America, I am excited to 
share my experiences with the people back 
home and tell them how great Katsuyama is.  
（アメリカに帰国した後も、勝山での貴重な経験や勝
山の素晴らしさを広く伝えたいと思います。）
I am still here for a little while, so if you see 
me in town please say hi.
（まだしばらく勝山にいます。見かけたら声をかけ
てくださいね。） Thank you!

ife.

p g

長
年
の
功
労
に
感
謝
状

　

平
成
20
年
か
ら
12
年
余
り
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
天
野
恭
子

さ
ん
（
68
）
＝
猪
野
＝
に
対
し
、
法
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介

7
月
1
日
付
で
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁

護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
上
山
峰
子
氏
（
猪
野
）

再
任
黒
田
眞
生
氏
（
昭
和
町
3
）

再
任
水
野
初
美
氏
（
滝
波
町
5
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
へ
の
お
手

伝
い
や
、
人
権
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
定
例
人
権
相
談
】

と
き
▼
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　
　
　

午
前
9
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
蘭
・
桜
の
間

問
未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
1
1
1
5

ハロウィンパーティ
ー

左義長まつり

第11代国際交流員トルシベン・パテル
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Ｕ・ＩターンコラムU
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

移住に関するお問い合わせは
商工観光・ふるさと創生課

（市役所２階）へ　☎88 ｰ 8105

前
まえ

田
だ

恭
やす

孝
たか

さん（37歳）・朋
と も

子
こ

さん（38歳）

倖
さ ち

さん（9歳）・晃
て る

ちゃん（3歳）
＝旭町２＝

〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

岩
ヶ
野
道
場
（
岩
ヶ
野
区
）

　

旧
平
泉
寺
村
の
各
大
字
に
は
少
な
く
と
も

１
軒
は
道
場
が
あ
り
村
の
各
種
行
事
の
中
核

を
担
っ
て
い
た
。
し
か
し
現
在
は
平
泉
寺
区

を
別
に
す
る
と
昔
の
建
物
の
面
影
を
残
す
道

場
は
少
な
い
。

　

今
回
紹
介
す
る
岩
ヶ
野
道
場
は
居
宅
を
兼

ね
た
道
場
で
あ
る
。

　

岩
ヶ
野
道
場
は
宝
暦
９
年
（
１
７
５
９
）

の
岩
ヶ
野
村
明
細
帳
に
「
道
場
壱
軒　

道
場

番
十
右
衛
門　

三
間
ニ
四
間
」と
あ
る
。ま
た
、

現
在
道
場
守
を
勤
め
る
山
田
重
教
家
の
重
郎

兵
衛
古
記
録
に
よ
る
と
、
御
堂
屋
敷
と
称
す

る
場
所
に
御
堂
が
あ
っ
た
が
享
和
３
年
（
１

８
０
３
）
に
類
焼
し
翌
年
に
再
建
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
明
治
44
年
（
1
9
1
1
）
に
自
宅

を
新
築
し
道
場
と
し
て
兼
用
、
従
来
の
御
堂

は
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
に
売
却
さ
れ
た
。

　

重
郎
兵
衛
（
法
名
淳
信
）
は
文
化
12
年
（
１

８
１
５
）
に
生
ま
れ
当
道
場
３
世
中
興
の
祖

と
言
わ
れ
る
。
日
中
は
農

作
業
に
精
を
出
し
夜
に
な

る
と
赤
尾
の
大
堤
の
隣
の

山
寺
に
学
び
、
そ
の
学
識

を
も
と
に
道
場
に
寺
子
屋

を
開
い
た
。

　

紙
が
貴
重
で
あ
っ
た
た

め
米
糠
を
使
っ
て
文
字
を
教
え
た
と
伝
わ

る
。
彼
は
羽
前
（
現
山
形
県
）
の
五
雲
院
に

も
学
び
、
近
隣
は
も
ち
ろ
ん
遠
く
新
潟
・
山

形
ま
で
布
教
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
写

真
下
の
道
中
仏
を
首
か
ら
下
げ
て
布
教
に

回
っ
た
。
当
時
「
今
蓮
如
」
と
称
さ
れ
る
程

の
学
徳
に
秀
で
た
仏
教
信
者
で
あ
っ
た
。

　

明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
８
月
28
日
夜
足

羽
郡
生
野
村
で
唱
え
た
「
…
…
十
ユ
ト
へ　

と
か
く
万
事
を
打
忘
れ　

あ
ら
お
も
し
ろ
や

有
難
や
〳
〵
」。
こ
れ
は
村
内
の
信
者
が
書

き
記
し
た
一
節
で
、
か
つ
て
は
年
末
に
「
お

七
夜
」
で
村
人
が
合
わ
せ
て
唱
和
し
た
。
こ

の
よ
う
に
10
番
ま
で
詠
っ
た
無
数
の
作
品
が

残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
節
回
し
が
違
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
惜
し
い
こ
と
に
寺
子
屋
の

本
も
含
め
淳
信
の
記
録
類
や
作
品
が
残
ら

ず
、
こ
の
一
節
も
直
筆
の
著
書
で
は
な
く
２

冊
残
る
写
し
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

岩
ヶ
野
道
場
（
場

岩
ヶ
野
区
） を

ねねねてててねね

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造 39道中仏（全高約10㎝）

道場の内部

　第27回目は、今年の３月に富
山県から家族４人でＩターンし
た前田さん夫妻（恭孝さんは福
井市出身、朋子さんは富山県出
身）にお話を伺いました。
▶Ｉターンしたきっかけは？
（恭孝さん）
　仕事の都合で大野で働くこと
になったのですが、勝山に親戚
がいること、親戚がいたため、小
さいころから勝山に親しみがあっ
たことなどから、勝山で暮らすこ
とにしました。
▶ 勝山での生活はどうですか？
（恭孝さん）
　のんびりとした勝山の雰囲気
が大変気に入っています。また、
歴史が好きということもあり、

勝山城址や大清水、本町通りな
どの趣ある街並みがお気に入り
です。今後は、平泉寺など勝山
の歴史を調べていきたいと思っ
ています。
　今回のコロナ禍の状況で、子
育て世帯への素早い市の対応に
はとても感謝しています。
（朋子さん）
　当初は、大型の複合施設や書
店がなく、少し寂しい気がして
いましたが、生活雑貨など必要
なものはそろっていて、福井市
にもアクセスしやすい勝山は、
とても住みやすいと思います。
　また、勝山には公園など、子
ども達が気軽に遊べる場所が多
いことに驚きました。これまで

家族みんなで
勝山生活を満喫

車で移動しなければいけなかっ
た環境と比べ、身近にのびのび
遊べる場所があることに、子ど
もたちも喜んでいます。
▶今後やりたいことは
　勝山で外食した際、食べ物の
美味しさにとても感動しました。
今後は、市内飲食店のごはん巡
りを楽しみたいと思います。
　その他にも、ゆめおーれ勝山
で機織り体験など、勝山ならで
はの体験も家族みんなで楽しん
でいきたいと思います。
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件数内訳 令和２年７月末 前年比

総件数 １５１件 －７６件

人身事故
（うち高齢者）

４件
（０）

－５件
（－２）

死　者
（うち高齢者）

１人
（１）

＋１件
（＋１）

傷　者 ４人 －５人

物損事故 １４７件 －７１件

８月の納税

6月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 7月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 10,833人 5 －12 －7 15 －19 －4 10,822人 －11人
女 11,880人 9 －14 －5 12 －14 －2 11,873人 －7人
合　計 22,713人 14 －26 －12 27 －33 －6 22,695人 －18人
世帯数 7,984世帯 7,985世帯 1世帯

人口の動き

市・県民税▶第2期
納期限▶8月31日㈪　口座振替▶8月26日㈬

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

いいききいいきき★★健康長寿健康長寿

問 高齢者の総合相談窓口　地域包括支援センター
「やすらぎ」（すこやか内）☎87 ｰ 0900

　高齢者などの見守り体制を強化するため、QR
コード付きのラベルシールを用いた情報共有サー
ビスを実施します。
　登録された方に「見守りシール」を無料で配布し
ます。服などに貼られた
シールに気づいた方は、
優しく声をかけるなどご
協力をお願いします。
※ シールのQRコードを
読み取ると、自動でご
家族に連絡がいきます

新たな「勝山市見守り事業」開始新たな「勝山市見守り事業」開始村岡女性の会
「赤とんぼクラブ」活動の写真展
　保育園・幼稚園児、小学生
とともに赤とんぼの一生を追
いかけた6年間の写真の展示
です。どうぞご覧ください。
展示期間▶8月11日㈫～ 23日㈰※16日㈰は休館
山内　松栄さんのレース編み作品展
　かぎ針で動物や花などを編
みこんだレース壁飾りやベス
ト、ストールを展示します。
展示期間▶8月24日㈪～

9月6日㈰
問勝山公民館（教育会館1階）　☎88 ｰ 0800

勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー

忍び寄る心不全
JCHOJCHO-
ColumnColumn

　

皆
さ
ん
、
自
分
の
健
康
に
自

信
が
あ
り
ま
す
か
？
心
臓
は
強

い
な
ど
と
根
拠
も
な
く
思
っ
て

い
な
い
で
す
か
？

　

心
不
全
と
は
、
心
臓
が
悪
い

た
め
に
、
息
切
れ
や
む
く
み
が

起
こ
り
、
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
り
、

生
命
を
縮
め
る
病
気
で
す
。
徐
々

に
悪
く
な
る
の
で
こ
の
つ
ら
さ
は

年
の
せ
い
と
自
己
判
断
し
て
い
る

方
は
大
勢
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

2
0
2
5
年
に
む
け
今
後
増
加
す

る
心
不
全
。
心
不
全
に
な
る
と
命

を
失
う
危
険
性
が
高
く
、
急
性
心

不
全
で
入
院
し
た
人
の
約
5
％
が

入
院
中
に
亡
く
な
り
、
約
22
％
が

1
年
以
内
に
亡
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
約
16
％
の
人
が
心
不
全
に

よ
っ
て
再
入
院
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
治
療
の
難
し
い

癌
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
予
後
不
良
な

の
で
す
が
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
予
後
不
良

の
心
不
全
に
対
す
る
対
応
と
し

て
、
初
期
症
状
が
で
ず
、
心
不
全

と
気
づ
か
な
い
『
隠
れ
心
不
全
』

の
段
階
か
ら

適
切
に
対
処

し
、
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ

と
が
重
要
で

す
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
は
な
い
で
す
か
。

①
階
段
を
上
る

の
が
つ
ら
く

な
っ
て
き
た

②
足
や
顔
の
む

く
み
が
つ
よ

く
な
っ
て
き

た
③
夜
に
な
る
と

咳
が
で
る

④
夜
、
寝
て
い

て
寝
苦
し
く

な
っ
て
目
が

覚
め
る

⑤
だ
る
さ
や
疲

れ
や
す
さ
が

あ
る

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
一
度

内
科
へ
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
「
高
血
圧
」「
糖
尿
病
」「
不

整
脈
や
狭
心
症
な
ど
」「
ぜ
ん
そ
く

な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
」
と
い
っ
た

疾
患
が
あ
る
方
は
心
不
全
に
な
り

や
す
い
た
め
要
注
意
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
に
長
生
き
す

る
た
め
に
は　

ご
自
身
で
病
気
の

初
期
症
状
に
気
が
付
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

福井勝山総合病院
循環器内科主任部長  江守　裕子

申請・登録方法
など詳細は
こちら

見守りシール

広報かつやま８月号 №789 　　 14



Ｕ・ＩターンコラムU
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

移住に関するお問い合わせは
商工観光・ふるさと創生課
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地
域
文
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を
掘
り
起
こ
そ
う
〜
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岩
ヶ
野
区
）
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少
な
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１
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道
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あ
り
村
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各
種
行
事
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中
核
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担
っ
て
い
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。
し
か
し
現
在
は
平
泉
寺
区

を
別
に
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る
と
昔
の
建
物
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面
影
を
残
す
道

場
は
少
な
い
。

　

今
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す
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岩
ヶ
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居
宅
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道
場
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あ
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。

　

岩
ヶ
野
道
場
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宝
暦
９
年
（
１
７
５
９
）
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岩
ヶ
野
村
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細
帳
に
「
道
場
壱
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道
場

番
十
右
衛
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三
間
ニ
四
間
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あ
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。ま
た
、

現
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道
場
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勤
め
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山
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重
教
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重
郎

兵
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よ
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御
堂
屋
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と
称
す

る
場
所
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御
堂
が
あ
っ
た
が
享
和
３
年
（
１

８
０
３
）
に
類
焼
し
翌
年
に
再
建
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
明
治
44
年
（
1
9
1
1
）
に
自
宅
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新
築
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場
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し
て
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用
、
従
来
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御
堂
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昭
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２
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（
１
９
２
７
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却
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れ
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。

　

重
郎
兵
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８
１
５
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３
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言
わ
れ
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日
中
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農

作
業
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精
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出
し
夜
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な
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と
赤
尾
の
大
堤
の
隣
の

山
寺
に
学
び
、
そ
の
学
識

を
も
と
に
道
場
に
寺
子
屋

を
開
い
た
。
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っ
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潟
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。
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。
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さ
れ
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疾
患
が
あ
る
方
は
心
不
全
に
な
り

や
す
い
た
め
要
注
意
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
に
長
生
き
す

る
た
め
に
は　

ご
自
身
で
病
気
の

初
期
症
状
に
気
が
付
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

福井勝山総合病院
循環器内科主任部長  江守　裕子

申請・登録方法
など詳細は
こちら

見守りシール
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特集　ウィズコロナの時代を生きる
　・新型コロナウイルス感染予防推進宣言 ………… 2・3ページ
　・ひとり親世帯臨時特別給付金 ………………………… 4ページ
　・在宅育児の負担を軽減 …………………………………… 5ページ
　・がん検診を受けよう ……………………………………… 6ページ
　・「運動」「食事」でコロナと夏を乗り切ろう ………… 7ページ

暑い夏をけっとばせ！

「秘密のノート」 「セイギのミカタ」
「カビの

取扱説明書」

ジョー・コットリル／作
小学館

佐藤　まどか／作
フレーベル館

浜田　信夫／著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

クラスメートのリクエストに応えて、
ジェリーが先生のモノマネをはじめる
と、クラスは大爆笑！がっちりした強い
身体を持ち、スポーツも万能で、びく
びくすることなんてひとつもなさそう
なジェリーだけど、誰にも言えない秘
密をピンクのカバーの“秘密のノート”
に綴っていて…。

小４のキノは、はずかしいと顔がまっ
かになるのが悩み。目立ちたくない。
普通でいたい。なのに、あいつがやっ
てきて…。みんながほんのちょっとず
つ勇気を持てば、なにかが変わるかも
しれない。そんな想いをこめた物語。

エアコンや浴室、スマホにも、隙あ
らば勢力拡大を目論むカビ。嫌われ
者だけど、薬やチーズ、漬物、酒な
どグルメ界では大人気。そんなカビ
とヒトとの切っても切れない関係を、
カビ研究の第一人者が楽しく紹介す
る。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

ふるさと勝山の
PR動画を配信中

発行/福井県勝山市　編集/未来創造課
〒911－8501 勝山市元町1丁目1－1　TEL0779－88－1114　FAX0779－88－0222
〈URLアドレス〉https://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメールアドレス〉kouhou@city.katsuyama.lg.jp
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